
人口減少問題に係る地域との意見交換会　【まとめ】

資料２

現在(H27.7月末)まで447名の方と意見交換をしてきました。
いただいた意見を下記にまとめます。

仕事 計
企業の誘致 14
就労の場の創出 6
若者の働く場所作り 6
定年退職後の働く場所づくり 1
子育てをしながらも働きやすい環境づくり 2
地域が儲かる産業の育成 1
地場産業に力を入れ活性化する 1
甲賀市で就職をしたらいくらか渡す 1
Uターンを進める 1



交通 計
公共交通の充実 6
水口への移動 1
鉄道整備 1
大津～信楽の道路早期開通 1

教育・子育て 計
大学の誘致 1
若者を外に出さないような教育 2
子供が外で遊ぶための場所作り 3
通学費の補助 1
地域に戻る約束の奨学金制度 1
義務教育までは、全て無償 1
児童手当の増額 1
保育園での子供の預かり方法 1
保育園送迎方法の改善 1
保育時間の延長（保育園） 1
保育料の減額 1
甲賀市で出産をしたらいくらか渡す 1
子供増加のための対策に力を入れる 1
学校をどうしていくか考える 1

結婚・婚活 計
婚活の実施（婚活イベントの実施） 6
結婚支援 3

住宅・空き家 計
住宅の新規開発 3
空き家バンクの必要性 1
空き家対策は地域と市（行政）が共同で取り組む 2
空き家の活用 3
公共施設の利活用（古い建物や土地） 1
大きな陶器店の空きを利活用 1

自治振興会 計
小学校単位⇒中学校単位へ 1
各行事の不用な部分はやめる 2
自治区にもっと補助金を出す 1

その他 計
高齢者が気軽に集える場所を作る 6



高齢者が地域の担い手になる 3
住みよい環境・まちづくりが必要 2
市街地調整区域の見直しが必要 2
介護施設の充実 1
忍者、里山、米を活かした地域振興策が必要 1
地域の古い「しきたり」を新しく変える必要がある 1
人口減でも悪くない事を、むしろ良いことはないのか考える 1
街の良さを発信する 2
在日外国人に協力要請をする 1
（金額の安い）高齢者施設を増やす 1
健康診断を受ける人を増やす 1
若者に対しての手厚い施策 1
出生報奨金の付与 1
道の駅を作る 1
各世代のコミュニティーの確立 1
若い親の会を作り活用する 1
山内という地区がなくなる 1



第２次甲賀市総合計画、人口ビジョン・総合戦略策定の経緯 

 

日 時 内 容 

平成２６年１０月１７日 甲賀の國づくりプロジェクト本部会議 設置 
※以降、幹事会議、プロジェクトチームなど適時開催 

平成２７年 ２月２６日 甲賀の國づくりプロジェクト幹事会議 
○甲賀市人口ビジョン・総合戦略の策定方針について 

平成２７年 ３月 ７日 甲賀市まちづくり交流会 
○人口減少に係る意見交換 

平成２７年 ３月１８日 甲賀の國づくりプロジェクト本部会議 
○甲賀市人口ビジョン・総合戦略の策定方針について 

平成２７年 ３月２６日 議会全員協議会 
○甲賀市人口ビジョン・総合戦略の策定方針について 

平成２７年 ４月１５日 甲南地域区長会 
○人口減少問題に係る意見交換 

平成２７年 ４月１７日 甲賀地域区長会 
○人口減少問題に係る意見交換 

平成２７年 ４月２１日 土山地域区長会 
○人口減少問題に係る意見交換 

平成２７年 ４月２３日 信楽地域区長会 
○人口減少問題に係る意見交換 

平成２７年 ４月２５日 水口地域区長会 
○人口減少問題に係る意見交換 

平成２７年 ４月２５日 広野台区（高齢者お助け隊：これからの広野台を考えよう）

○人口減少問題に係る意見交換 

平成２７年 ５月３０日 大原自治振興会 
○人口減少問題に係る意見交換 

平成２７年 ５月１７日 

 

総合管理会議（幹事課長会議） 
○人口減少問題に係る意見交換 

平成２７年 ６月１８日 寺庄区千寿会 
○人口減少問題に係る意見交換 

平成２７年 ６月１７日 

 

総合管理会議（部長会議） 
○第２次甲賀市総合計画策定方針について 

平成２７年 ６月１９日 

 

総合計画審議会（第１回） 
○委嘱式 
○正、副会長選出 
○人口減少に係る意見交換 
○第２次甲賀市総合計画策定方針について 

平成２７年 ６月２６日 

 

総合管理会議（幹事会議） 
○第２次甲賀市総合計画策定方針について 

平成２７年 ７月１０日 

 

甲賀の國づくりプロジェクト幹事会議 
○プロジェクトチームからの提言 



日 時 内 容 

平成２７年 ７月１２日 総合計画審議会（第２回） 
○甲賀の魅力再発見！！まち・ひと・しごとめぐり 

平成２７年 ７月１３日 総務常任委員会 
○第２次甲賀市総合計画策定方針について 

平成２７年 ７月１５日 

 

信楽学区自治振興会神山・江田分会 
○人口減少に係る意見交換 

平成２７年 ７月２３日 甲賀の國づくりプロジェクト本部会議 
○プロジェクトチームからの提言 

平成２７年 ７月２５日 山内地域自治振興会 
○人口減少に係る意見交換会 

平成２７年 ７月２６日 住みつづけたい☆甲賀未来づくり会議 
（かふか２１子ども未来会議ＯＢ会×総合計画審議会） 
○人口減少に係る意見交換 

平成２７年 ７月２７日 議会全員協議会 
○第２次甲賀市総合計画策定方針について 

平成２７年 ８月１１日 

 

総合計画審議会（第３回） 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

  

 
 

 

  



はい 働く場

所・学校が

ある, 32 はい住む

ところが

ある, 16

はい 家族・友人

がいる, 28

はい 愛着があ

る, 40
はい 自

然・田舎

が好き, 
26

はい 交通

が便利, 3

はい その他, 4

いいえ 働く場

所・学校がない, 
57

いいえ 住む

ところがな

い, 5

いいえ しがら

み・つきあいが

大変, 3

いいえ 愛着

がない, 5

いいえ 都会が好

き, 11

いいえ 交通が不

便, 32

いいえ その他, 
3

合計

平成２７年成人式におけるアンケート結果 

 

１．日時  平成２７年１月１１日（日） 

２．会場  あいこうか市民ホール 

３．対象者 平成６年４月２日から平成７年４月１日生まれの新成人 

（回答者 265 人／出席者 880 人／対象者 1,084 人） 

成人式会場にて、新成人に「１０年後も甲賀市に住みたいか」アンケートを実 

施し、住みたい理由・住みたくない理由を聞き取りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（質問）２０歳の選択 あなたは１０年後、甲賀市に住んでいたいですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「はい」・・・５割以上の若者が甲賀市に住みつづけけたいと思っている。 

○「いいえ」・・大きな要因は「仕事がない」「公共交通機関が不便」 



H270726 13:30～16:00 

忍びの里プララ 

 

住みつづけたい☆甲賀未来づくり会議 

（かふか２１子ども未来会議ＯＢ会） 

 

【参加者】 

子ども未来会議ＯＢ：９名、総合計画審議会員：７名、実行委員：３名 

甲南青少年研修センター１名、事務局：４名 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【意見のまとめ】 

１．甲賀市の良いところ・好きなところ 

○自然が豊か ⇒最も多い意見 

（特記すべきもの） 

○人情が好き 

○図書館で本が２０冊借りられる 

 ○給食制度が素晴らしい 

 ○昔ながらの瓦葺の家が多い 

 ○駅の廻りに塾が多い 

 ○文化財が多い 

 ○便利な田舎（過疎でもなく、過密でもない） 

 

２．甲賀市の悪いところ・キライなところ 

 ○公共交通（電車、バス）が不便 ⇒最も多い意見 

（特記すべきもの） 

○古い習慣や閉鎖的な風土がキライ 

○消防の訓練が大変 

○知名度が低すぎる。 

○仕事をする場所がない 

○事務などの仕事の求人が少ない 

○杉が多い（花粉が大変）。 

○中高生の楽しめる場所（店、遊び）がない。 

○大学がない。高校が少ない。 

○特に国道など景観が良くない。 

○他市の市街地と変わらず、特色がない（ロードサイド店ばかり）。 

 

３．「こうしたらもっといいよね！！僕たち私たちの甲賀市」アイデア 

 ※特に気になったもの    （アンダーライン） 

 

（１）自然 

○自然を活かしたツアーを月に１回開催しよう。 

○自然のＰＲをもっと頑張ろう。 

 

（２）交通 

○JＲ草津線の貴生川～柘植間の本数を増加させよう 

○  〃  の年次計画に基づき段階的に複線化しよう 

 ○貴生川駅周辺を活性化させよう 

 ○橋、道路などのインフラを整備しよう 

 ○歩道、自転車道を整備して、レンタサイクルをもっと沢山導入しよう。 

 ○バスは中高生と高齢者のみにターゲットを絞ろう 

 

（３）生活 

○古い習慣を改善しよう（生活改善のルールを市内全域で統一化） 



 ○中高生の楽しめるショッピングモールや遊ぶ場所をもっと作ろう。 

 ○各店舗には、できる範囲で“甲賀らしさ”を演出してもらおう 

 

（４）文化 

○ワンコインコンサートの実施しよう 

○地域それぞれの歴史を授業にしよう 

○図書館の本を子ども達に選ばせよう 

○文化・特産品を開発しよう 

 

（５）結婚 

○気軽な街コンを開催しよう 

 

（６）教育 

○学校へタブレットを導入しよう 

○エアコンを設置しよう 

○小学校は統合しない。スクールバスで分散を支援しよう。 

○４年生大学の誘致（看護学校の再編） 

○不登校のひとでも通える学校（クラス）を整備しよう 

 

（７）子育て 

 ○保育園の預かり時間を延長しよう 

 ○出産できるような支援（不妊治療）を充実させよう 

 ○０歳児保育を充実させよう 

 

（８）観光 

○自然を活かした観光に力を注ごう。 

 ○信楽、甲賀、土山の名所を巡る観光バスツアーを企画しよう 

 ○「まち歩き」でこの街をもっと知ってもらおう。 

 

（９）仕事 

 ○多種多様な仕事を充実させよう 

 ○起業・創業支援を充実しよう（若者や退職者に甲賀市に来てもらおう） 

 

（１０）その他 

 ○商店街の古民家を貸し出そう。 

○携帯電話の電波を強化しよう 

 ○知名度を上げるために有名人にリポートしてもらおう 

 ○警察官をもっと増やそう 

 ○他の市に一度住んで、甲賀市の良さを再実感してもらおう 

 ○人材（財）育成の機会を増やそう。 

 ○中長期的な視点に立った景観づくり 

 ○２０２４年の国体に向けて「スポーツのまち」を整備しよう 

以上 



甲賀市総合計画策定に係る市民意識調査について 

■ 調査の概要  

○ 目的 

・ 総合計画を策定するにあたって、まちの現状に対する市民意識、また、本市のまちづくりに対し

ての市民意見を広く把握する目的で実施します。 

○ 時期 

・ 8 月下旬～9 月下旬にかけて配布・回収 

 

○ 調査対象と配布数 

・ 甲賀市在住の 16 歳以上の市民 

・ 層化無作為抽出により 3,000 名 

※ 少子化対策、子ども・子育て支援に係る設問を含んでおり、これらの取り組みの主な対象となる

20～40 歳代男女について、統計的確からしさを担保するサンプル数を確保できるよう、別途上

乗せして 2,500 件程度配布する。 

 

○ 調査項目概要（詳細は調査票参照） 

分類 調査項目 

１ 回答者属性 

・ 性別 

・ 年齢 

・ 家族構成 

・ 職業 

・ 居住地域 

・ 転入歴・居住年数 

２ 子どもを持つことについて 

・ 希望の子ども数と実際の子ども数 

・ 希望する子ども数を産み育てるために甲賀市が取り組む

べきこと 

３ 甲賀市のまちづくり 

について 

・ 定住意向 

・ 転出希望理由 

・ 愛着・甲賀市を PR できるか 

・ 甲賀市で自慢できること（記述） 

・ 幸福度に関する設問 

・ 甲賀市に暮らすことの満足度調査（施策の満足度） 

 

４ 甲賀市政について 

・ 市政への関心度 

・ 市政への参加に対する考え方 

・ 市政への満足度 

・ 知りたい市政情報 

５ 甲賀市の今後のまちづくり

について 

・ まちづくりの基調 

・ 未来の甲賀市をあらわすキャッチフレーズ 

・ 今後のまちづくりにおいての重要度（施策の重要度） 

６ 地域との関わりについて ・ 自治振興会によるまちづくりについて 

 



 

あなた自身のことについておたずねします 

問１ 性別、年齢は次のうちどれですか 

それぞれあてはまるものを 1 つずつ選んで番号に○印をつけてください。 

性別 １ 女性 ２ 男性 

年齢 
１ 16?19 歳 ２ 20～29 歳 ３ 30～39 歳 ４ 40～49 歳 

５ 50?59 歳 ６ 60?69 歳 ７ 70?79 歳 ８ 80 歳以上 

問 2 同居のご家族の構成は次のうちどれですか。 

あてはまるものを 1 つ選んで番号に○印をつけてください。 

１ ひとり暮らし ２ 夫婦ふたり暮らし ３ 夫婦、子どもからなる世帯 

４ 夫婦、親、子どもからなる世帯 ５ その他の世帯（ ） 

問 3 お住まいのある地域はどちらですか。 

あてはまるものを 1 つ選んで番号に○印をつけてください。 

１ 水口町 ２ 土山町 ３ 甲賀町 ４ 甲南町 ５ 信楽町 

問４ 甲賀市旧 5 町時代も含めてにお住まいになってどのくらい経ちますか。 

それぞれあてはまるものを 1 つずつ選んで番号に○印をつけてください。 

転入歴 
１ 生まれてから 

ずっと甲賀市 

２ 県内他市町から 

転入してきた 

３ 県外から 

転入してきた 

居住年数 １ ?4 年 ２ 5?9 年 ３ 10?19 年 ４ 20?29 年 ５ 30 年以上 

問５ 職業等は何ですか。 

あてはまるものを 1 つ選んで番号に○印をつけてください。 

 １ 農林水産業（法人含む）  ２ 自営業  ３ 会社員・公務員 

 ４ パート・アルバイト  ５ 学生  ６ 家事 

 ７ 無職  ８ その他（ ） 

 



 

子どもを持つことについておたずねします 

問６ 希望の子ども数は何人です（でした）か。 

すでに子どもがいる場合には、その子どもも含めて数字を記入してください。 

 また、実際のあなたの子どもの数は何人ですか。何人になると思いますか。数字を記入し

てください。 

①希望の子ども数 人 ②実際の子ども数 人

 

問７ 希望の子ども数まで産み育てることができるよう、甲賀市として取り組むべきことはどの

ようなことですか。あてはまるものをすべて選んで番号に○印をつけてください。 

 １ 男性も女性と一緒に家事、育児に参加していくという意識啓発 

 ２ 延長保育の充実 

 ３ 休日保育の充実 

 ４ 夜間保育の実施 

 ５ 一時預かりの充実 

 ６ 幼稚園・保育園・認定こども園の充実 

 ７ 地域における児童の活動への支援 

 ８ 子育て支援に必要な就労条件改善のための企業職場への指導・規制 

 ９ 不妊・不育治療の相談実施や治療費の負担軽減 

 10 妊産婦・子どもが安心して医療機関にかかることができる体制整備 

 11 子育てに困った時に相談したり、情報が得られる場の整備 

 12 結婚祝金、出産祝金の支給 

 13 幼稚園・保育園・認定こども園の利用者負担の軽減 

 14 教育費の負担軽減 

 15 児童手当の拡充 

 16 子育て中の世帯への税の軽減 

 17 子育てに適した質の高い公営住宅の提供や資金融資による住環境の整備 

 18 安心して利用できる公園、道路交通環境、公共施設図書館・体育施設等の整備 

 19 その他（ ） 

 

 



 

甲賀市のまち全般についておたずねします 

問８ 甲賀市への愛着などについておたずねします。 

それぞれあてはまるものを 1 つずつ選んで番号に○印をつけてください。 

 
そう思う 

まあ 

そう思う 

どちらとも 

いえない 

あまり 

そう思わない

そう 

思わない 

①甲賀市に愛着を感じる ５ ４ 3 ２ １ 

②市外の人にまちの魅力を自慢できる ５ ４ 3 ２ １ 

問 9 甲賀市の魅力・自慢は何だ、あるいは、これからつくっていくのであれば何であるべき

だとお考えですか。「ひとこと」でご記入ください。 

 

問 10 甲賀市に住み続けたいと思いますか。 

あてはまるものを１つ選んで番号に○印をつけてください。 

 １ これからも住み続けたい 

 ２ いったん離れるかもしれないが、いずれは戻ってきたい 

 ３ 離れたくないが、市外へ移転することになると思う 

 ４ 市外に移転したい  

問 11 【前の問 10③で「２」「３」「４」を選択された方のみお答えください】 

他の場所に移り住みたいと思う理由（家族の事情も含めて）として 

あてはまるものをすべて選んで番号に○印をつけてください。 

 １ 地域の個性に乏しい  ２ 地域に愛着がもてない 

 ３ 交通の便がよくない  ４ 買い物に不便 

 ５ 娯楽・遊戯施設が少ない  ６ 地域の人間関係になじめない 

 ７ 仕事の関係  8 学校や進学の関係 

 9 結婚するから  10 住宅の都合 

 11 特に理由はない  12 その他（ ） 

問 12 現在と理想の幸福度についておたずねします。 

「幸せ」を 10 点、「幸せではない」を 0 点とすると何点くらいになりますか。

あてはまるものを 1 つ選んで番号に○印をつけてください。 

 
幸せ 普通 

幸せ 

ではない

①現在の幸福度 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

②理想の状態の幸福度 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 



問 13 問 12①②の幸福感を判断する際に重視したことは何ですか。 

あてはまるものをすべて選んで番号に○印をつけてください。 

 １ お金  ２ 就業状況仕事の有無・安定 

 ３ 健康  ４ 自由な時間、充実した余暇 

 ５ 仕事  6 社会貢献 

 ７ 家族関係  ８ 友人関係 

 9 職場や学校等の人間関係  10 地域コミュニティとの関係 

 11 その他（ ） 

 

問 14 甲賀市に暮らすことの「満足度」についておたずねします。以下の点についてどのよう

にお感じですか。それぞれあてはまるものを 1 つずつ選んで番号に○印をつけてくださ

い。 

 
満足 

している

まあ満足

している

どちらとも

いえない 

やや不満

である 

不満 

である 

記入例：以降同様 5 ４ 3 2 1 
  

1．生活の安心 

人権尊重 5 4 3 2 1 

子ども・子育て 5 4 3 2 1 

学校教育 5 4 3 2 1 

保健・医療 5 4 3 2 1 

高齢福祉 5 4 3 2 1 

障がい福祉 5 4 3 2 1 

地域福祉 5 4 3 2 1 

社会保障 5 4 3 2 1 

就労 5 4 3 2 1 

  

２．暮らしの豊かさ 

環境保全 5 4 3 2 1 

景観 5 4 3 2 1 

循環型社会・低炭素社会 5 4 3 2 1 

生涯学習・文化・スポーツ 5 4 3 2 1 

歴史 5 4 3 2 1 



 

３．都市基盤 

住宅・住生活 5 4 3 2 1 

市街地 5 4 3 2 1 

道路 5 4 3 2 1 

交通 5 4 3 2 1 

上下水道 5 4 3 2 1 

防災・安全 5 4 3 2 1 

 

４．産業 

農林・畜産水産業 5 4 3 2 1 

地場産業 5 4 3 2 1 

商業・工業 5 4 3 2 1 

観光 5 4 3 2 1 

  

５．市政 

市民活動と協働 5 4 3 2 1 

行財政運営 5 4 3 2 1 

 

 

甲賀市政についておたずねします 

問 15 市政についての関心はどの程度ですか。 

あてはまるものを 1 つ選んで番号に○印をつけてください。 

 １ 関心がある  ２ まあ関心がある 

 ３ あまり関心がない  ４ 関心がない 

問 16 市政に対する満足はどの程度ですか。 

それぞれあてはまるものを 1 つずつ選んで番号に○印をつけてください。 

 
満足 

している 

まあ満足 

している 

どちらとも

いえない 

やや不満 

である 

不満 

である 

行政サービスの水準 5 4 3 2 1 

行財政情報の公開度 5 4 3 2 1 

行政役場の信頼度 5 4 3 2 1 

議会の役割 5 4 3 2 1 

住民参画のしやすさ 5 4 3 2 1 



 

問 17 甲賀市政に関して最も知りたい内容は何ですか。 

あてはまるものを 1 つ選んで番号に○印をつけてください。 

 １ 政策・施策を決めた過程  ２ 市の計画内容とその達成 

 ３ 予算の内容や使われ方と財政状況  ４ 新しい制度やその手続き 

 ５ 議会のようす  ６ その他（ ）

 ７ 特にない  

 

問 18 今後の市政運営にかかる情報提供について、どのようにお考えですか。 

あてはまるものをすべて選んで番号に○印をつけてください。 

 １ 市政に関して積極的な情報公開を推進する 

 ２ 住民説明会など、重要事項決定に関する直接的な対話機会を充実する 

 ３ シンポジウムなど、興味を持てるような交流イベントの開催機会を充実する 

 ４ 住民との懇談会など、気軽に対話ができる機会を充実する 

 ５ 市の広報紙による情報提供の充実を図る 

 ６ 市のホームページによる情報提供の充実を図る 

 ７ 市広報メディア米の統一を図る 

 ８ ＦａｃｅｂｏｏｋなどのＳＮＳでの情報提供の充実を図る 

 ８ 今のままでよい 

 10 その他（ ） 

※ メディア；防災行政無線や有線・ケーブルテレビ等の情報伝達の媒体・手段のこと 

問 19 今後の市政参加にについてどのようにお考えですか。 

あてはまるものを 1 つ選んで番号に○印をつけてください。 

 １ 各種計画づくりのメンバー委員として参画し、積極的に市政に対して提言したい 

 ２ 市長との懇談会、対話集会があれば参加したい 

 ３ 住民説明会など、行政と住民の対話機会があれば参加したい 

 ４ インターネットやアンケート等によって意見を述べたい 

 ５ まちづくりは行政や議会にまかせる 

 ６ 関心がない 

 ７ その他（ ） 



 

「将来の甲賀市のすがた」についておたずねします。 

問 20 甲賀市のこれからのまちづくりにおいての「重要度」についておたずねします。以下の

点取り組みを充実させていくことについて、どのようにお考えですか。 

それぞれあてはまるものを 1 つずつ選んで番号に○印をつけてください。 

 
重要 

である 

まあ重要

である 

どちらとも

いえない 

あまり 

重要でない

重要 

でない 

記入例：以降同様 5 ○4  3 2 1 
  

1．生活の安心 

人権尊重 5 4 3 2 1 

子ども・子育て 5 4 3 2 1 

学校教育 5 4 3 2 1 

保健・医療 5 4 3 2 1 

高齢福祉 5 4 3 2 1 

障がい福祉 5 4 3 2 1 

地域福祉 5 4 3 2 1 

社会保障 5 4 3 2 1 

就労 5 4 3 2 1 

  

２．暮らしの豊かさ 

環境保全 5 4 3 2 1 

景観 5 4 3 2 1 

循環型社会・低炭素社会 5 4 3 2 1 

生涯学習・文化・スポーツ 5 4 3 2 1 

歴史 5 4 3 2 1 

  

３．都市基盤 

住宅・住生活 5 4 3 2 1 

市街地 5 4 3 2 1 

道路 5 4 3 2 1 

交通 5 4 3 2 1 

上下水道 5 4 3 2 1 

防災・安全 5 4 3 2 1 



 

４．産業 

農林・畜産水産業 5 4 3 2 1 

地場産業 5 4 3 2 1 

商業・工業 5 4 3 2 1 

観光 5 4 3 2 1 
  

５．市政 

市民活動と協働 5 4 3 2 1 

行財政運営 5 4 3 2 1 

問 21 未来の甲賀市をあらわすキャッチフレーズをご提案ください 

 

 

 

お住まいの地域との関わりについておたずねします。 
 

問 22 平成 23 年度より「自治振興会」の取り組みをはじめました。 

自治振興会への参加状況はいかがですか。 

また、区・自治会の活動への参加状況はいかがですか。 

それぞれあてはまるものを 1 つずつ選んで番号を記入してください。 

自治振興会  区・自治会  

 

 １ 積極的に参加している  ２ なるべく参加している 

 ３ 最低限の参加にとどまっている  ４ あまり参加していない 

 ５ 参加していない  ６ 自治振興会等を知らない 

 

 

 

 

 

 



問 23 今後、自治振興会が重点的に取り組んでほしい事業内容はどれですか。 

また、区・自治会が重点的に取り組んでほしい事業内容はどれですか。 

それぞれあてはまるものを 1 つずつ選んで番号を記入してください。 

自治振興会  区・自治会  

 

 １ 子どもの見守り・防犯の見回り  ２ 子育て支援（保育サービス、一時預かりなど）

 3 子ども会事業  4 高齢者の見守り支援独居高齢者など 

 ５ 日常生活支援（送迎サービス、買い物支援など）  6 空き家・移住対策 

 ７ 道路・水路の軽微な修理・修繕  ８ 道路・水路の清掃など、簡易な維持管理

 9 公園施設の軽微な修理・修繕  10 公園の清掃など、簡易な維持管理 

 11 公共施設の管理・運営  12 農業支援（農産物の集荷、遊休農地の手入れ） 

 13 コミュニティビジネス（まちなかカフェなど）  14 その他（ ）

 
自治振興会の取り組みについて 

 

この取り組みは、人権尊重のまちづくりの理念をふまえ、市民と行政が力を合わせ、

地域自らがもつ強みを活かし弱みを補い合う姿勢のもと、誰もが「住んでよかった。

住み続けたい。」と実感できるまちづくりを目指すもので、住民自治の基礎となるも

のです。 

人口減少社会に入り、少子化、高齢化が進む中、高齢者福祉や子育て、防災・防犯

など生活に密着した公共サービスへのニーズも益々多様化しており、行政の一律・公

平な従来どおりの施策では対応しきれないことも多くなってきています。地域の実情

に応じ、地域で考え、地域で課題解決に向けた取り組みを行うことができる新しい仕

組みづくり（地域内分権）を目指す必要があると考え、市民の皆さんに提案していま

す。 

新しい仕組みの中で、現在の区や自治会をはじめ、地域で活動する各種団体やＮＰ

Ｏなどが連携協力し、行政も共に力を合わせながら取り組んでいくことで１０年先、

２０年先も様々な諸課題に対応していける力強い組織づくりができるものと確信して

います。 

自治振興会は、地域に暮らす皆さんにとって顔の見える範囲、あるいは地域の課題

が共有できるような範囲ということで、概ね小学校区をエリアとして立ち上げていた

だきました。 



問 24 １から 13 の地域活動や行事について、現在の参加状況と今後の意向それぞれについて 

あてはまるものを１つ選んで○を記入してください。 

 

現在の参加状況 

（どちらかに○印） 

 今後の意向 

（どちらかに○印） 

この1年間
参加 

している

参加 
していない 

 
参加 

してみたい
参加 

しない 

（例）自治会の活動 ○   ○  

 １ 子ども会など青少年育成活動や PTA 活動      

 ２ 青年会、老人会、女性団体などの活動      

 ３ 文化サークル・イベントの運営や指導      

 ４ スポーツクラブ・イベントの運営や指導      

 ５ 地域の清掃・美化の活動      

 ６ 環境保護などの活動      

 ７ 神社や寺院の世話役などの活動      

 ８ 地域の祭り・伝統芸能などの保全継承      

 ９ 高齢福祉などのボランティア活動      

 10 防災・防犯などのボランティア活動      

 11 人権問題などの市民活動      

 12 観光案内などのボランティア活動      

 13 まちづくり・まちおこしなどの提言や市民活動 

 14 その他（ ） 

問 25 地域活動や住民参加の活発化を図るうえで、どのようなことに取り組んでいけばよいと考

えますか。あてはまるものをすべて選んで番号○印をつけてください。 

 １ 活動時間・場所など、参加しやすい運営上の工夫をする 

 ２  活動内容や参加方法に関する情報提供やＰＲを充実する 

 ３ 意識啓発や関心を高めるための情報発信や学習機会を充実する 

 ４ 魅力的な講座や催し物などのメニューを充実する 

 ５ 指導者の育成や講師の紹介・派遣等のサポートを充実する 

 ６ 各種団体・サークル等の育成や活動支援を充実する 

 ７ 優良な取り組みや成果などを奨励・紹介するような取り組みを充実する 

 ８ 子育て・介護支援など、外出活動を支援する体制を充実する 

 ９ その他（ ） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、甲賀市のこれからのまちづくりについて、ご意見等ございましたらお聞かせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問は以上です。ご協力ありがとうございました。 

セーフコミュニティの取り組みについて 



＜アンケート様式＞

転入された皆様へ

転入された方へのアンケート調査のお願い

滋賀県では、県内市町と協力して、移住者を積極的に受け入れる取組を進めており、移住
された方の状況把握に努めています。

お忙しいところ、恐れ入りますが、以下のアンケートにご協力くださいますようお願いします。
お答えは、差し支えない範囲で結構です。

なお、お答えいただいた内容は、統計的に処理した上で活用しますので、個別の内容を公
表することはありません。

　　  　「移住」とは、次のとおりとしています。

　 　　　　　＊＊自らの意志により、滋賀県内の市町を選んで移り住み、定住すること（田舎暮らしなど）を

　   　　　　　　　目的に転入された方＊＊

  　　　転勤、進学、結婚（夫または妻の居住地への転入）など、定住先として、選んで移り住むものではない

  　　　場合や、今回の転居先での暮らしが一時的なものである場合は含みません。

【調査実施団体】
滋賀県　総務部 市町振興課 地域戦略支援係（ＴＥＬ：０７７－５２８－３２４３）
甲賀市　総合政策部政策推進課　（ＴＥＬ：０７４８－６５－０６７０）

移住とは

　Ｑ２．転入前のお住まいはどちらですか　

　Ｑ３．転入された理由は何ですか　　（○は１つ）

　　　 １．田舎暮らし 　　 ５．仕事（就職、転勤、退職など）の都合

　　   ２．転職 　　 ６．学校（進学、通学など）の都合

　　   ３．起業 　   ７．家庭（結婚、親の介護など）の都合

 　　  ４．その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　〕  　　８．その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

↓裏面も御協力ください

　　■移住　 　　　 

平成　　　　年　　　　月　　　　日

　　都道府県名〔　　　　　　　            　　〕　      　市区町村名〔　　　　     　　　　        　〕

■左記以外

　Ｑ１．転入された日はいつですか　（転入届の日付）　　



　Ｑ４．転入後の家族構成は次のうちどれですか　（○は１つ）　　　

　　　１．一人暮らし ３．二世代同居（親と子供が同居）

　　　２．夫婦のみ ４．三世代同居（親と子供と孫が同居）

５．その他〔具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　Ｑ５．転入された人数は何人ですか

　　　〔　　　　　　　　　　〕人

　Ｑ６．転入された世帯主様の年齢についてお尋ねします　（○は１つ）

　　１．自然災害が少ない 11．教育環境が良い

　　２．子育てしやすい 12．歴史・伝統がある

　　３．観光・ﾚｸﾚｰｼｮﾝが盛ん 13．道路など都市基盤が整備されている

　　４．福祉が充実している 14．住宅価格、家賃が適当

５ 医療環境が充実している 15 職場 学校が近い

　Ｑ７．転入先に選んでいただいたポイントは何ですか　（○はいくつでも可）

　　１．１０歳代　　　　２．２０歳代　　　　３．３０歳代　　　　４．４０歳代　　　　５．５０歳代

　　６．６０歳代　　　　７．７０歳代　　　　８．８０歳以上

　　５．医療環境が充実している 15．職場、学校が近い

　　６．買物など日常生活が便利 16．近所づきあいがよい

　　７．静かな居住環境 17．親や子供の家に近い

　　８．自然環境が良い 18．知り合いや友人がいる

　　９．治安が良い 19．その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　10．交通の便が良い

　Ｑ８．転入にあたり、利用された移住・定住支援制度がありますか　（○は１つ）

　　１．県、市町、民間の支援団体などへ直接相談

　　２．移住相談会

　　３．体験ツアー

　　４．利用していない

　　５．その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

質問は以上です。ご協力いただき、誠にありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　お手数ですが、アンケート回収ボックスへ投函をお願いします。



＜アンケート様式＞

　Ｑ２．転出後のお住まいはどちらですか

転出される皆様へ

平成　　　　年　　　　月　　　　日

転出される方へのアンケート調査のお願い

転出されたみなさまの世帯構成や転出理由などを把握し、今後の移住・定住促進への取組
や、更なるまちづくり施策を実施するための基礎資料としてアンケート調査を実施していま
す。

お忙しいところ、恐れ入りますが、以下のアンケートに御協力くださいますようお願いしま
す。お答えは、差し支えない範囲で結構です。

なお、お答えいただいた内容は、統計的に処理した上で活用しますので、個別の内容を公
表することはありません。

　Ｑ１．転出される日はいつですか　（転出届の日付）　　

【調査実施団体】
滋賀県　総務部 市町振興課 地域戦略支援係（ＴＥＬ：０７７－５２８－３２４３）

甲賀市　総合政策部　政策推進課　（ＴＥＬ：０７４８－６５－０６７０）

転出後 お住ま は ちら す

　Ｑ３．転出後の家族構成は次のうちどれですか　（○は１つ）　　　

　　　１．一人暮らし ３．二世代同居（親と子供が同居）

　　　２．夫婦のみ ４．三世代同居（親と子供と孫が同居）

５．その他〔具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　Ｑ４．転出される人数は何人ですか

　　　〔　　　　　　　　　　〕人

　Ｑ５．転出される世帯主様の年齢についてお尋ねします　（○は１つ）

↓裏面も御協力ください
　　６．６０歳代　　　　７．７０歳代　　　　８．８０歳以上

　　都道府県名〔　　　　　　　            　　〕　      　市区町村名〔　　　　     　　　　        　〕

　　１．１０歳代　　　　２．２０歳代　　　　３．３０歳代　　　　４．４０歳代　　　　５．５０歳代



　Ｑ６．転出されることとなった理由は何ですか　（○は１つ）

　　１．自然災害が少ない 11．教育環境が良い

　　２．子育てしやすい 12．歴史・伝統がある

　　３．観光・ﾚｸﾚｰｼｮﾝが盛ん 13．道路など都市基盤が整備されている

　　４．福祉が充実している 14．住宅価格、家賃が適当

　　５．医療環境が充実している 15．職場、学校が近い

　　６．買物など日常生活が便利 16．近所づきあいがよい

　　７．静かな居住環境 17．親や子供の家に近い

　　８．自然環境が良い 18．知り合いや友人がいる

　　９．治安が良い 19．その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　10．交通の便が良い

　Ｑ７．転出先を選ばれたポイントは何ですか　（○はいくつでも可）

　　１．仕事（就職、転勤、退職など）の都合

　　５．その他〔具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　３．家庭（結婚、親の介護など）の都合

　　４．住宅の都合（持家の購入など）　→【Ｑ７】へ

　　２．学校（進学、通学など）の都合

1    2    3    4    5    6    7    8    9    10    11    12    13    14    15

16 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

1    2    3    4    5    6    7    8    9    10    11    12    13    14    15

16 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　1.  子育て支援 9.   治安

　　2.  高齢者支援 10.  防災

　　3.  福祉 11.  買物などの日常生活

　　4.  医療 12.  歴史

　　5.  公立学校の教育施設・内容 13.  自然

　　6.  住宅・家賃の価格 14.  文化芸術

　　7.  交通の便 15.  地域住民のつながり

　　8.  道路などの生活基盤 16.  その他

質問は以上です。ご協力いただき、誠にありがとうございました。

　　　　　　　　　　　お手数ですが、アンケート回収ボックスへ投函をお願いします。

　Ｑ８．今までお住まいになられ、よかったところ、ご不満なところは何ですか。
　　　　（あてはまるもの全てに○をしてください。）

　　よかったところ

　　不満なところ
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市民まちづくり
ディスカッション
（無作為抽出による意見交換会）

９月

１１月

１月～２月

未定

全て予定です

 職員みんなで「わがまち甲賀」を語ろう！

 各地域で「わがまち甲賀」を語ろう！


